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場所：鈴鹿サーキット （三重県） 1 周 5,807ｍ  

天候：晴れ │ コース：ドライ │ 気温/路温 開始：20℃/路温 32℃ 終盤：20℃/路温 28℃ │ 観客動員数：制限付開催 

序盤トップを快走するも 12位に終わる 

２０２０年 SUPER GT 第６戦の決勝が鈴鹿サーキット（三重県）で行われた。昨日に引き続き穏やかな秋

晴れの一日となった。 

 

１０月２５日（日） 

＜決勝  ５２LAPS / １３：００～＞ 

スタートは山内英輝が受け持つ。山内はスタート直後から＃９６ 

ＲＣ Ｆを抜きトップに立つチャンスをうかがう。７周目、見事に＃９

６ ＲＣ Ｆを抜きトップに立つと、出来る限りの後続とのマージン

を作るためにプッシュし続ける。しかしピットインのタイミングの間

近に、他車のコースアウトによりまさかのセーフティーカーが導入

され、これまで築いてきたマージンも無くなった。再スタート後のピ

ットアウトでは、すでにピットインしていた後続車の後になってしま

い、実質１６位まで順位を落とす。それでも井口卓人は最後まで

攻め続け１２位でチェッカーを受ける。なお、GT５００クラスの優勝

は＃２３ MOTUL AUTECH GT-R が、GT３００クラスは＃２１ 

２０２０ AUTOBACS SUPER GT Ｒｏｕｎｄ ６ 

 FUJIMAKI GROUP SUZUKA GT ３００km RACE 

２０２０年１０月２４日（土）～１０月２５日（日） 

決勝 レポート 

５２ Laps 

 

 

 

 

 

 



 
www.rdsport.net 

Hitotsuyama Audi R8 LMS が制した。 

 

 

 

 

 

序盤、作戦通りの展開でしたが運が無かったとしかいえません。ドライバ

ーもチームスタッフも素晴らしい仕事をしてくれましたし。今回こそはと＃

６１ SUBARU BRZ R&D SPORT を応援しに来てくださったファンの皆

様の期待に応えられなかった事が非常に残念です。次戦もてぎも頑張り

ます。 

 
 

 

 

 

優勝の可能性があるレースでしたが、セーフティーカーの影響でその可

能性が無くなってしまいました。それでも、チェッカーを受ける最後まで攻

め続ける事ができました。シリーズを考えてもかなり重要なレースだった

ので、本当に残念な結果となりました。ですが、車も速かったですしチー

ムも完璧でした。この悔しさをばねに次のレースは優勝目指して頑張りま

す。 

 
 

 

 

今回、ウエイトハンデを積んだ状態でも予選決勝ともに上位で走ることが

出来たのは、チームの作ってくれたマシンのおかげです。結果的にセーフ

ティーカーで残念な形でレースを終えてしまいましたが、残り２戦で挽回し

てシリーズチャンピオンを獲得できるように、一戦一戦を集中して頑張り

ます！ 

 

 
 

 

決勝の詳細に関しては ＳＵＰＥＲ ＧＴホームページ https://supergt.net/ 、 

またＳＵＢＡＲＵモータースポーツマガジン https://www.subaru-msm.com/2020/sgt/report/もご覧ください 

 

                                                 

２０２０年１０月２５日 

アールアンドデースポーツ 
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■本島監督 コメント 

■井口 卓人 コメント 

■山内 英輝 コメント 
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